
(57)【要約】

【課題】排気還流装置で生成された凝縮水が外部へ漏出

することを抑制できる内燃機関の排気還流装置を提供す

る。

【解決手段】排気還流通路の一部を構成する第１通路３

７ａ及びバイパス通路の一部を構成する第２通路３７ｂ

のそれぞれに一つずつ配置されて通路を開閉する弁体３

８と、弁体３８が一体回転可能に取付けられるとともに

、第１通路３７ａ及び第２通路３７ｂのそれぞれを横切

るように延びて一端がハウジング３７の外部に露出する

弁軸３９と、を有し、その弁軸３９は第１通路３７ａ及

び第２通路３７ｂの中心線よりも鉛直上方に偏るように

配置されている。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 燃 機 関 の 排 気 の 一 部 を 吸 気 系 に 導 入 す る 排 気 還 流 通 路 と 、 前 記 排 気 還 流 通 路 に 設 け ら
れ た 冷 却 手 段 と 、 前 記 冷 却 手 段 を 迂 回 す る バ イ パ ス 通 路 と 、 前 記 排 気 還 流 通 路 を 開 放 す る
一 方 で 前 記 バ イ パ ス 通 路 を 閉 鎖 す る 通 過 位 置 と 前 記 排 気 還 流 通 路 を 閉 鎖 す る 一 方 で 前 記 バ
イ パ ス 通 路 を 開 放 す る 迂 回 位 置 と の 間 で 切 替 え 可 能 な 通 路 切 替 手 段 と 、 を 備 え 、
　 前 記 通 路 切 替 手 段 は 、 前 記 排 気 還 流 通 路 の 一 部 を 構 成 し 鉛 直 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び
る 第 １ 通 路 と 前 記 バ イ パ ス 通 路 の 一 部 を 構 成 し 鉛 直 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び る 第 ２ 通 路
と が 形 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 第 １ 通 路 及 び 前 記 第 ２ 通 路 の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ て 各
通 路 を 開 閉 す る 弁 体 と 、 前 記 弁 体 が 一 体 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ る と と も に 前 記 第 １ 通 路 及
び 前 記 第 ２ 通 路 の そ れ ぞ れ を 横 切 る よ う に 延 び て 一 端 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 外 部 に 露 出 す る
弁 軸 と 、 を 有 し 、
　 前 記 弁 軸 は 、 前 記 第 １ 通 路 及 び 前 記 第 ２ 通 路 の 中 心 線 よ り も 鉛 直 上 方 に 偏 る よ う に 配 置
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 燃 機 関 の 排 気 還 流 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 弁 軸 は 、 前 記 第 １ 通 路 及 び 前 記 第 ２ 通 路 の 鉛 直 上 方 に 位 置 す る 上 端 部 に 配 置 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 燃 機 関 の 排 気 還 流 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 排 気 還 流 通 路 を 前 記 冷 却 手 段 が 配 置 さ れ た 通 路 と 前 記 バ イ パ ス 通 路 と に 区 分 す る 隔
壁 を 有 し た 筒 状 の 本 体 部 に 前 記 切 替 手 段 が 接 続 さ れ た 冷 却 ユ ニ ッ ト を 備 え 、 前 記 冷 却 ユ ニ
ッ ト は 前 記 切 替 手 段 が 接 続 さ れ た 側 よ り も そ の 反 対 側 が 鉛 直 下 方 に 位 置 す る よ う に 傾 斜 し
て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 燃 機 関 の 排 気 還 流 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 燃 機 関 の 排 気 の 一 部 を 吸 気 系 に 導 入 す る 内 燃 機 関 の 排 気 還 流 装 置 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 冷 却 水 を 冷 媒 と し た 熱 交 換 器 を 排 気 還 流 通 路 に 設 け る と と も に そ の 熱 交 換 器 を 迂 回 す る
バ イ パ ス 通 路 を 設 け 、 排 気 系 か ら 取 り 出 し た ガ ス （ Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス ） を 熱 交 換 器 に 通 過 さ せ る
一 方 で バ イ パ ス 通 路 を 閉 鎖 す る 位 置 と 、 排 気 還 流 通 路 を 閉 鎖 す る 一 方 で バ イ パ ス 通 路 を 開
放 し て 熱 交 換 器 を 迂 回 さ せ る 位 置 と の 間 で 通 路 を 切 替 え る よ う に 構 成 し た 内 燃 機 関 の 排 気
還 流 装 置 が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 通 路 の 切 り 替 え を 実 現 す る た め に 、 排 気 還 流 通 路 及
び バ イ パ ス 通 路 を 開 閉 す る 弁 体 を 設 け 、 そ の 弁 体 が 一 体 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ た 弁 軸 の 一
端 を ハ ウ ジ ン グ の 外 部 に 露 出 さ せ 、 排 気 還 流 通 路 を 開 放 す る 一 方 で バ イ パ ス 通 路 を 閉 鎖 す
る 位 置 と 、 排 気 還 流 通 路 を 閉 鎖 す る 一 方 で バ イ パ ス 通 路 を 開 放 す る 位 置 と の 間 で 、 弁 軸 を
回 転 駆 動 す る 通 路 切 替 装 置 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 熱 交 換 器 を 備 え た 排 気 還 流 装 置 の 場 合 、 排 気 中 の 水 分 が 熱 交 換 器 に て 冷 却 さ
れ る こ と に よ っ て 凝 縮 水 に 変 化 し 、 そ の 凝 縮 水 が 排 気 還 流 通 路 内 に 生 成 さ れ る こ と で 弁 軸
を 伝 わ っ て ハ ウ ジ ン グ 外 部 へ 漏 れ 出 す 可 能 性 が あ る 。 排 気 還 流 装 置 で 生 成 さ れ る 凝 縮 水 を
低 減 す る 技 術 と し て 、 こ の よ う な 凝 縮 水 の 流 れ 落 ち る 位 置 に 高 温 の Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス を 供 給 し そ
の ガ ス の 熱 を 利 用 し て 凝 縮 水 を 蒸 発 さ せ る も の が あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。 そ の 他 、 本 発 明 に
関 連 す る 先 行 技 術 文 献 と し て 特 許 文 献 ２ が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ０ ８ ８ ７ ２ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ４ ０ ６ ６ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 内 燃 機 関 の 排 気 温 度 が 低 い 条 件 で は 、 凝 縮 水 を 蒸 発 さ せ る に 十 分 な 温 度
の Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス が 得 ら れ な い の で 、 特 許 文 献 １ の 技 術 は ハ ウ ジ ン グ 外 部 へ 凝 縮 水 の 漏 出 を 防
止 す る 対 策 と し て 不 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 排 気 還 流 装 置 で 生 成 さ れ た 凝 縮 水 が 外 部 へ 漏 出 す る こ と を 抑 制 で き
る 内 燃 機 関 の 排 気 還 流 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 排 気 還 流 装 置 は 、 内 燃 機 関 の 排 気 の 一 部 を 吸 気 系 に 導 入 す る 排 気 還 流 通 路 と 、
前 記 排 気 還 流 通 路 に 設 け ら れ た 冷 却 手 段 と 、 前 記 冷 却 手 段 を 迂 回 す る バ イ パ ス 通 路 と 、 前
記 排 気 還 流 通 路 を 開 放 す る 一 方 で 前 記 バ イ パ ス 通 路 を 閉 鎖 す る 通 過 位 置 と 前 記 排 気 還 流 通
路 を 閉 鎖 す る 一 方 で 前 記 バ イ パ ス 通 路 を 開 放 す る 迂 回 位 置 と の 間 で 切 替 え 可 能 な 通 路 切 替
手 段 と 、 を 備 え 、 前 記 通 路 切 替 手 段 は 、 前 記 排 気 還 流 通 路 の 一 部 を 構 成 し 鉛 直 方 向 と 交 差
す る 方 向 に 延 び る 第 １ 通 路 と 前 記 バ イ パ ス 通 路 の 一 部 を 構 成 し 鉛 直 方 向 と 交 差 す る 方 向 に
延 び る 第 ２ 通 路 と が 形 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 第 １ 通 路 及 び 前 記 第 ２ 通 路 の そ れ ぞ れ
に 設 け ら れ て 各 通 路 を 開 閉 す る 弁 体 と 、 前 記 弁 体 が 一 体 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ る と と も に
前 記 第 １ 通 路 及 び 前 記 第 ２ 通 路 の そ れ ぞ れ を 横 切 る よ う に 延 び て 一 端 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ の
外 部 に 露 出 す る 弁 軸 と 、 を 有 し 、 前 記 弁 軸 は 、 前 記 第 １ 通 路 及 び 前 記 第 ２ 通 路 の 中 心 線 よ
り も 鉛 直 上 方 に 偏 る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と に よ り 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る （ 請 求 項
１ ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 排 気 還 流 装 置 に よ れ ば 、 弁 軸 が 第 １ 通 路 及 び 第 ２ 通 路 の 中 心 線 よ り も 鉛 直 上 方 に 偏
る よ う に 配 置 さ れ て い る の で 、 鉛 直 下 方 に 位 置 す る 通 路 の 底 部 に 溜 る 凝 縮 水 か ら 弁 軸 を 十
分 に 離 す こ と が で き る 。 そ の た め 、 凝 縮 水 が 弁 軸 を 伝 わ っ て ハ ウ ジ ン グ の 外 部 に 漏 れ 出 す
こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 弁 軸 の 配 置 位 置 は 通 路 の 中 心 線 よ り も 鉛 直 上 方 に 偏 る 位 置 で あ れ ば 十 分 で あ る が 、 前 記
弁 軸 は 前 記 第 １ 通 路 及 び 前 記 第 ２ 通 路 の 鉛 直 上 方 に 位 置 す る 上 端 部 に 配 置 さ れ て い て も よ
い （ 請 求 項 ２ ） 。 こ の よ う に 弁 軸 を 配 置 す る こ と に よ っ て 通 路 の 底 部 に 溜 る 凝 縮 水 か ら 弁
軸 を 更 に 離 す こ と が で き る の で 、 ハ ウ ジ ン グ 外 部 へ の 凝 縮 水 の 漏 出 抑 止 効 果 が 更 に 向 上 す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 排 気 還 流 装 置 に お い て は 、 前 記 排 気 還 流 通 路 を 前 記 冷 却 手 段 が 配 置 さ れ
た 通 路 と 前 記 バ イ パ ス 通 路 と に 区 分 す る 隔 壁 を 有 し た 筒 状 の 本 体 部 に 、 前 記 切 替 手 段 が 接
続 さ れ た 冷 却 ユ ニ ッ ト を 備 え 、 前 記 冷 却 ユ ニ ッ ト は 前 記 切 替 手 段 が 接 続 さ れ た 側 よ り も そ
の 反 対 側 が 鉛 直 下 方 に 位 置 す る よ う に 傾 斜 し て 配 置 さ れ て い て も よ い （ 請 求 項 ３ ） 。 こ の
場 合 、 生 成 さ れ た 凝 縮 水 が 重 力 に よ っ て 通 路 切 替 手 段 か ら 離 れ る 側 へ 流 れ る の で 、 通 路 切
替 手 段 の 付 近 に 凝 縮 水 が 溜 る こ と が 抑 制 さ れ る 。 そ の た め 、 ハ ウ ジ ン グ 外 部 へ の 凝 縮 水 の
漏 出 の 危 険 性 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 排 気 還 流 装 置 に よ れ ば 、 第 １ 通 路 及 び 第 ２ 通 路 の そ れ ぞ
れ に 配 置 さ れ た 弁 体 を 駆 動 す る 弁 軸 が 、 こ れ ら の 通 路 の 中 心 線 よ り も 鉛 直 上 方 に 偏 る よ う
に 配 置 さ れ て い る の で 、 排 気 還 流 装 置 で 生 成 さ れ た 凝 縮 水 が 外 部 へ 漏 出 す る こ と を 抑 制 で
き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 排 気 還 流 装 置 の 外 観 構 成 を 示 し た 斜 視 図 で あ り 、 図 ２
は 、 図 １ の 排 気 還 流 装 置 の 内 部 構 成 の 要 部 を 矢 印 Ａ 方 向 か ら 示 し た 断 面 模 式 図 で あ る 。 図
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１ に 示 す よ う に 、 排 気 還 流 装 置 １ は 、 内 燃 機 関 の 排 気 の 一 部 （ Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス ） を 取 り 出 す 排
気 還 流 通 路 ２ を 有 し て お り 、 そ の 排 気 還 流 通 路 ２ に は 、 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス を 冷 却 す る た め の 冷 却
ユ ニ ッ ト ３ と 、 そ の 冷 却 ユ ニ ッ ト ３ の 下 流 側 に 配 置 さ れ て Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス の 流 量 を 調 整 す る 排
気 還 流 制 御 弁 ４ と が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 排 気 還 流 通 路 ２ は 、 そ の 上 流 側 の 一 端 が 排
気 マ ニ ホ ー ル ド 等 の 内 燃 機 関 の 排 気 系 １ ０ ０ に 接 続 さ れ 、 そ の 下 流 側 の 他 端 が 吸 気 マ ニ ホ
ー ル ド 等 の 内 燃 機 関 の 吸 気 系 １ ０ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 冷 却 ユ ニ ッ ト ３ は 、 排 気 還 流 通 路 ２ を 二 つ の 通 路 に 区 分 よ う に 延 び
る 隔 壁 ３ ３ が 設 け ら れ た 筒 状 の 本 体 部 ３ １ と 、 そ の 本 体 部 ３ １ の 下 流 側 に 接 続 さ れ た 通 路
切 替 部 ３ ２ と を 備 え て い る 。 冷 却 ユ ニ ッ ト ３ は 、 通 路 切 替 部 ３ ２ が 接 続 さ れ た 側 （ 出 口 側
） よ り も 反 対 側 （ 入 口 側 ） が 鉛 直 下 方 に 位 置 す る よ う に 傾 斜 し て 配 置 さ れ て い る （ 図 １ 参
照 ） 。 隔 壁 ３ ３ に て 区 分 さ れ た 一 方 の 通 路 ３ ４ に は 冷 却 手 段 と し て の 熱 交 換 器 ３ ６ が 配 置
さ れ て い る 。 隔 壁 ３ ３ に て 区 分 さ れ た 他 方 の 通 路 ３ ５ は 熱 交 換 器 ３ ６ を 迂 回 す る バ イ パ ス
通 路 と し て 機 能 す る 。 隔 壁 ３ ３ は 本 体 部 ３ １ と 通 路 切 替 部 ３ ２ と の 境 界 ま で 延 び て い る 。
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 体 部 ３ １ が 有 す る 熱 交 換 器 ３ ６ は 導 入 口 ３ ６ ａ か ら 導 入 し
た 冷 却 水 等 の 冷 媒 を 排 出 口 ３ ６ ｂ か ら 排 出 し て 冷 媒 を 循 環 さ せ る こ と に よ り 、 熱 交 換 器 ３
６ に 導 入 さ れ た Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 冷 媒 と の 間 で 熱 交 換 き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は 、 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 方 向 か ら 通 路 切 替 部 ３ ２ を 模 式 的 に 示 し た 模 式
図 で あ る 。 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 通 路 切 替 部 ３ ２ は 、 本 体 部 ３ １ の 通 路 ３ ４ と 接 続
さ れ て 排 気 還 流 通 路 ２ の 一 部 を 構 成 す る 第 １ 通 路 ３ ７ ａ と 、 本 体 部 ３ １ の 通 路 ３ ５ と 接 続
さ れ て バ イ パ ス 通 路 の 一 部 を 構 成 す る 第 ２ 通 路 ３ ７ ｂ と を 有 す る ハ ウ ジ ン グ ３ ７ を 備 え て
い る 。 通 路 ３ ７ ａ 、 ３ ７ ｂ は そ れ ぞ れ 鉛 直 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び る よ う に 形 成 さ れ て
い る 。 通 路 ３ ７ ａ 、 ３ ７ ｂ に は 通 路 形 状 に 対 応 す る よ う に 構 成 さ れ た 板 状 の 弁 体 ３ ８ が 一
つ ず つ 設 け ら れ て い る 。 各 弁 体 ３ ８ は ボ ル ト 等 の 締 結 手 段 ７ に て 弁 軸 ３ ９ に 取 付 け ら れ て
お り 、 そ の 弁 軸 ３ ９ は 第 １ 通 路 ３ ７ ａ 及 び 第 ２ 通 路 ３ ７ ｂ の そ れ ぞ れ を 横 切 る よ う に 延 び
て 第 １ 通 路 ３ ７ ａ 側 の 一 端 が ハ ウ ジ ン グ ３ ７ の 外 部 に 露 出 し て い る 。 ハ ウ ジ ン グ ３ ７ に は
、 弁 軸 ３ ９ を 回 転 可 能 に 支 持 す る 支 持 部 ３ ７ ｃ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 支 持 部 ３ ７ ｃ に は
、 径 が 互 い に 相 違 す る 複 数 の ワ ッ シ ャ が 組 み 合 わ さ れ て 構 成 さ れ た ガ ス シ ー ル １ ０ （ 図 ３
） が 設 け ら れ て い る 。 こ の ガ ス シ ー ル １ ０ に よ っ て 弁 軸 ３ ９ と ハ ウ ジ ン グ ３ ７ と の 間 か ら
の ガ ス 漏 れ が 抑 え ら れ て い る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 通 路 ３ ７ ａ 、 ３ ７ ｂ に は 弁 体
３ ８ を 着 座 さ せ る た め の 弁 座 ３ ７ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 弁 軸 ３ ９ は 第 １ 通 路 ３ ７ ａ 及 び 第
２ 通 路 ３ ７ ｂ の そ れ ぞ れ の 中 心 線 Ｃ Ｌ １ よ り も 鉛 直 上 方 に 偏 っ て 配 置 さ れ て い る （ 図 ４ 、
図 ５ も 参 照 ） 。 な お 、 中 心 線 Ｃ Ｌ １ は 通 路 の 横 断 面 の 図 心 を 通 る 直 線 を 意 味 す る 。 図 示 の
形 態 で は 、 各 通 路 ３ ７ ａ 、 ３ ７ ｂ の 鉛 直 上 方 に 位 置 す る 上 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。 以 上 に
よ り 、 通 路 切 替 部 ３ ２ は 各 弁 体 ３ ８ が 弁 軸 ３ ９ の 回 転 軸 線 Ｃ Ｌ ２ を 中 心 と し て 弁 軸 ３ ９ と
一 体 回 転 で き る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 に 沿 っ た 断 面 模 式 図 で あ り 、 図 ５ は 、 図 ３ の Ｖ － Ｖ 線 に 沿
っ た 断 面 模 式 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 に も 示 す よ う に 、 各 弁 体 ３ ８ は 、 第 １ 通 路 ３ ７ ａ の 弁
体 ３ ８ と 第 ２ 通 路 ３ ７ ｂ の 弁 体 ３ ８ と が 弁 軸 ３ ９ に 対 し て 取 付 け 位 置 を 互 い に 略 ９ ０ ° ず
ら す よ う に し て 弁 軸 ３ ９ に 取 付 け ら れ て い る 。 そ の た め 、 図 ４ 及 び 図 ５ の 実 線 で 示 す よ う
に 、 第 １ 通 路 ３ ７ ａ が 弁 体 ３ ８ に て 開 放 さ れ た 場 合 に は 第 ２ 通 路 ３ ７ ｂ が 弁 体 ３ ８ に て 閉
鎖 さ れ る 。 逆 に 、 図 ４ 及 び 図 ５ の 想 像 線 で 示 す よ う に 、 第 １ 通 路 ３ ７ ａ が 弁 体 ３ ８ に て 閉
鎖 さ れ た 場 合 に は 第 ２ 通 路 ３ ７ ｂ が 弁 体 ３ ８ に て 開 放 さ れ る 。 即 ち 、 通 路 切 替 部 ３ ２ は 弁
軸 ３ ９ の 回 転 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 排 気 還 流 通 路 （ 第 １ 通 路 ３ ７ ａ ） を 開 放 す る
一 方 で バ イ パ ス 通 路 （ 第 ２ 通 路 ３ ７ ｂ ） を 閉 鎖 す る 通 過 位 置 と 、 排 気 還 流 通 路 を 閉 鎖 す る
一 方 で バ イ パ ス 通 路 を 開 放 す る 迂 回 位 置 と の 間 で 切 替 え 可 能 な 通 路 切 替 手 段 と し て 機 能 す
る 。 弁 軸 ３ ９ は そ の 一 端 に リ ン ク 結 合 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ ４ ０ （ 図 １ 及 び 図 ２ 参 照 ） に
よ り 回 転 駆 動 さ れ る 。 な お 、 図 ２ 及 び 図 ３ 並 び に 図 ４ 及 び 図 ５ の 実 線 は 通 過 位 置 を 、 図 ４
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及 び 図 ５ の 想 像 線 は 迂 回 位 置 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の 排 気 還 流 装 置 １ に よ れ ば 、 弁 軸 ３ ９ が 第 １ 通 路 ３ ７ ａ 及 び 第 ２ 通 路 ３ ７ ｂ の 中 心
線 Ｃ Ｌ １ よ り も 鉛 直 上 方 に 偏 る よ う に 、 図 示 の 形 態 で は 各 通 路 ３ ７ ａ 、 ３ ７ ｂ の 上 端 部 に
弁 軸 ３ ９ が 配 置 さ れ て い る の で 、 鉛 直 下 方 に 位 置 す る 通 路 の 底 部 に 溜 る 凝 縮 水 か ら 弁 軸 ３
９ を 十 分 に 離 す こ と が で き る 。 従 っ て 、 生 成 さ れ た 凝 縮 水 が 弁 軸 ３ ９ を 伝 わ っ て ハ ウ ジ ン
グ ３ ７ の 外 部 に 漏 れ 出 す こ と を 抑 制 で き る 。 ま た 、 冷 却 ユ ニ ッ ト ３ が 通 路 切 替 部 ３ ２ が 接
続 さ れ た 側 （ 出 口 側 ） よ り も 反 対 側 （ 入 口 側 ） が 鉛 直 下 方 に 位 置 す る よ う に 傾 斜 し て 配 置
さ れ て い る の で 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ７ 外 部 へ の 凝 縮 水 の 漏 出 の 危 険 性 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 の 形 態 に て 実 施 し て よ い 。 図 示 の 形 態 で は 、 冷
却 手 段 と バ イ パ ス 通 路 と が 一 体 化 さ れ て い る が 、 こ れ ら が 別 体 化 さ れ た 形 態 と し て 本 発 明
を 実 施 し て も よ い 。 ま た 、 冷 却 ユ ニ ッ ト の 通 路 切 替 部 が 出 口 側 に 接 続 さ れ て い る が 、 入 口
側 に 接 続 し た 形 態 で 本 発 明 を 実 施 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 排 気 還 流 装 置 の 外 観 構 成 を 示 し た 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 排 気 還 流 装 置 の 内 部 構 成 の 要 部 を 矢 印 Ａ 方 向 か ら 示 し た 断 面 模 式 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 方 向 か ら 通 路 切 替 部 を 模 式 的 に 示 し た 模 式 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 に 沿 っ た 断 面 模 式 図 。
【 図 ５ 】 図 ３ の Ｖ － Ｖ 線 に 沿 っ た 断 面 模 式 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
１ 　 排 気 還 流 装 置
２ 　 排 気 還 流 通 路
３ 　 冷 却 ユ ニ ッ ト
１ ０ １ 　 吸 気 系
３ １ 　 本 体 部
３ ２ 　 通 路 切 替 部 （ 通 路 切 替 手 段 ）
３ ３ 　 隔 壁
３ ６ 　 熱 交 換 器 （ 冷 却 手 段 ）
３ ５ 　 通 路 （ バ イ パ ス 通 路 ）
３ ７ 　 ハ ウ ジ ン グ
３ ７ ａ 　 第 １ 通 路
３ ７ ｂ 　 第 ２ 通 路
３ ８ 　 弁 体
３ ９ 　 弁 軸
Ｃ Ｌ １ 　 中 心 線
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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